
今
年
１
月
、
鏡
石
町
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
む
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
し
て
、
東
京
都
か
ら
小

柳
拓
未
さ
ん
、
小
柳
比
呂
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
２
人
は
先
日
結

婚
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら

ご
夫
婦
で
町
の
魅
力
発
掘
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
き
な

目
的
は
、
地
域
外
の
人
材
を
地
方

に
呼
び
込
み
、
地
域
に
定
住
・
定

着
し
て
も
ら
い
、
そ
の
土
地
の
活

力
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
任
期
の
中
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
実
を

結
ぶ
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
が
と

て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
２
人
は

今
後
、
鏡
石
ま
ち
の
駅
「
か
ん
か

ん
て
ら
す
」
を
中
心
に
活
動
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
２
人
の
こ
れ
ま
で
の

経
歴
や
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向

け
た
意
気
込
み
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

域おこし協力

「食」を通じ笑顔を届けたい
　「食」「料理」でのまちづくりプロデュースをテーマに、これか
ら鏡石町の地域おこし協力隊として活動をしていきます。
　農家さんや町民の皆さんの「想い」をつなぐ架け橋となり、食
を通じて笑顔になってもらえる素晴らしさを広めていけるよう、
２人で頑張っていきたいです。また、町の特産物、自然、人など
内側からは気付きにくい隠れた町の魅力を全国に発信し、皆さん
の「想い」を伝えていければと思います。

地元に恩返しする気持ちで
　「地方創生系の仕事に携わりたい」という想いを、大学時代か
らずっと持っていたので、それを地元で実現できることはとても
うれしいです。一度離れたからこそ分かる地元の魅力をたくさん
発信していければと思います。
　今まで私を応援してくれた家族をはじめ、地元の人たちに恩返
しができるよう、自分たちができることに全力で取り組んでいき
たいです！

２人の活動記録は

こちらをチェック！

Instagram

Facebook

小
こ

柳
やなぎ

 拓
たく

未
み

さん（23）

　佐賀県唐津市出身。15歳から20歳
までの５年間、佐賀県にあるビストロ
フレンチレストランにて、キッチン、
パン作り、パティシエなど多岐に渡り
経験を積んだ。
　20歳を機に上京し、浅草にあるイ
タリアンバルにてキッチン、ホール、
ワインソムリエ業務に従事。22歳に
して最年少副店長となり、スタッフの
マネジメント業務、インスタグラムや
Google でのネット集客を担当した。

小
こ

柳
やなぎ

 比
ひ

呂
ろ

さん（24）

　須賀川市出身。祖母の家が鏡石町に
あり、馴染みが深い。安積高校を卒業
後、早稲田大学政治経済学部経済学科
に入学。大学時代は４年間「知るカフ
ェ」という学生運営の就活支援団体に
所属し、経理や広報業務を担当した。
　学生時代にはアパレル販売や飲食店
など５種類以上のアルバイトを経験。
サークル活動では、フリースタイルバ
スケやYouTubeチャンネルの運用な
どを行った。

小柳 拓未小柳 拓未 さんさん

小柳 比呂小柳 比呂 さんさん

着任着任
しました！しました！
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"地域おこし協力隊 "
とは？

　地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化
が進む地方が都会から若者を呼び、地域ブ
ランドや地場産品の開発・販売・PR等の
地域おこし支援、農林水産業への従事、住
民支援などの「地域協力活動」を通して、
その地域への定住・定着を図る取り組みで
す。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は
概ね1年以上、3年未満です。
　福島県内では令和３年12月１日現在、
県と45市町村で190人が地域おこし協
力隊として活動しています。

「地域おこし協力隊」に関するお問い合わせ先
総務課まちづくり調整グループ　☎62-2117


